
学 会 記 i事i

8)陰茎癌に困する電子線照射殿治療成績
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表在性陰茎癌 (′rn では放射線治療し7)意嵐が確立し.

陰茎を温存する治療方針が普及したが.我ヤLiE車癌ハ大

きさ,浸潤程度が高度で侶十i日.Lrrr2(海綿体浸潤)に

も電f-線照射;･こBLh;1を併用した治療;:行-,てきた.30

年間をこ治療した堂症例は39例となるが電子線照射の長期
成績を手術群､.し二対比L--CL報告する.St;lgt1ILTINOMO1
7f姉巨照射は5例て行わ,I.1.照射後L'11轟再発は1例 (20
%)であった中その5年争議0年生存率はそれぞれ80.0

し,5及びlO生率は5000で恭一､た.Stage2し'1､2.N〔7-日

(lT)1日例中.12)例が照射され,照射後n癌残存､癌再発は

6何日500,()1で､その時点て手術され 5,lO生率はl川)

及び80.8%であった｡手術の6症例では癌再発はなく,

5および1(性率は83.300でか･･､た.照射群し'lt-i)0-0が sul＼･.L1-

L,ビSurget-1,を必要としたが.癌再発は数年かiL,1両:･lJ､

上経過後に起こり,綿密な経過観察により手術に匹敵す

る予後成績と長期間の陰茎温存期間が得られるB

酌 造血幹線胞採取ならびに簡易凍結保存法に
ついて
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.-.一般病院でも比較的簡便に造rf【1幹細胞採取.皮ド/Lドに

簡易凍結保存法を行うことの出来るシステムを確立し

現在-:rfで.に計2L)回しTう末借血幹細胞採取しL-_3【[申)骨髄採取

を行--､た.また精巣爆鳴〔/')1例と脳陣場L･T11例てこ(･T),I

ステムにより保存された造血幹細胞を招いた造血幹細胞

移植をf田T=_た商用鮭化学療法を行い.良好な結果を得

た このシステムを用いる車をこより,治療早期より計画

的に末輸血幹細胞採取左LL-〕ぴに骨髄採取を行:i..ば高閏鼠

化学療法をこ僚済するに十分畳の造血幹細胞を採取できる,

原疾患を治療しながら,造血幹細胞が採取でき,その後

の高欄盈化学療法をスムーズに行うことが出来る中今後,

今回確立したシステムを有効をこ活周していきたい中
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1(H f~i~l一期食道癌術後再建胃管iLこ発症 した早期胃

癌L-'11治験例
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食道癌切除後Lll再建昧器上して胃管t,:!:1削､た場合.冒

癌(,Tl発症には常に留意する必要かある.今回.載机は.

術後LTl定期的な経遇観察に⊥-+lil.再建胃管(/jI)早期癌を

発見し切除し得た1例を経験したしりで報告､-･巨:).

:症例16･･廿,男性.平成:?;-i:1(描 :Ir7,食道癌 収 11--

Ei日 ･'1診断で,食道酢全摘 ･郭清 ･経胸骨後頭部食道胃

管吻合術を施行した.組織検査では sq.sm.n L-上

卜部胃管にびrリ.Lを認九㌦ 粧織検査で Grout)V ､-i-;諺

断された.自覚症状な宅,Å院時窺症でも異常は認めら

れなかったやまた,画像診断土も食道癌の再発を思わせ

る所見はなかった.

｣手術及び経過､1､和む1年1(用 13【j.胃管仝摘 ･空腸

際換術を施行した.胃管幽門前庭部に Hb病変が､二人∴

畑 組織検査で.tub1.m,nL-i.Lと診断さ′畑′こ.

術後をこ軽度の暖声がみられたものの,経過は良好であっ

た書

且1)当院をこおける非観知乳 癌 症 例 をこ つ いて
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臨床上乳腺腫感が触れない症 例 か ら 乳 癌 が 発 魔される

ことがありヲこの様な症例はど 碍 様 な 臨 床 像 , 検査上の

特徴を有するし.Tlかに-,いて､1.1院 外 科 で ハ 原 発 乳 癌 症 例1ゝ(う9

例のうちから検討を行った中

は To症例であり,ア例のうち6例は潜在性乳癌であっ

た.

乳頭異常分泌のみを主訴とずる症例は5例であったが予

分泌物細胞診で確静が得られた症例は且例のみであり9

堂例が選択的乳管腺葉切除術を行なった嬢の病理組織検

査で非浸潤性乳管癌と判明した

近年乳頭分泌液車のCEA濃度を測定して腫感を触

れない乳癌を質的に診断する検査器具が発売をこなったの

でき検査の西噂起債と検査症例の乳管乳腺の病理組織像を


